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人生100年時代    生命保険会社に求められる役割
人生100年時代    各課題 踏     生命保険会社 求    役割 一層拡大   認識

高齢者による保険手続の増加

社会保障制度 見直 

長生    老後資金 不足

平均寿命と健康寿命のギャップ拡大

認知症の増加

資産形成(殖やす) 医療 介護(備える)
等 自助努力支援
[公的保障の補完]
資産寿命延伸
円滑な資産承継(つなぐ・遺す)

健康寿命延伸
QOL向上に資する商品・サービス

意思能力 請求能力 低下 配慮
した手続・サービス

想定される主な課題 生命保険会社に求められる主な役割

現役世代への資産移転

国民 金融     向上



30歳 40歳 50歳 60歳 70歳 80歳 90歳 100歳

資産形成 有効活用・取崩し

保
障
性

貯
蓄
性

資産額
トンチン保険

積立年金

学資保険

＜イメージ＞

死亡保険

就業不能保険

医療保険

介護保険

※各保険商品 配置   客   加入可能 年齢 示        

健康状態次第では
更 下振  

「資産寿命」延伸には
「健康寿命」も重要

生命保険会社は、様々な保険商品・サービスを通じて、お客さまの安定的な資産形成や暮らしをサポート

一生涯の資産額の推移と保険商品・サービスとの関係（イメージ）
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サ
l
ビ
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認知症保険

承継

環境整備
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一時払年金
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資産形成・取崩し

金融     向上



【老後 選択①】…70歳超   就労＋公的年金 繰下げ 【老後 選択②】…健康面や価値観等に基づき、65歳でリタイア

就労収入
（現役）

60歳

就労収入
（定年後）

保有資産の活用（取崩し）

公的年金

65歳 死亡

就労収入
（現役）

就労収入
（定年後）

保有資産の活用
（取崩し）   （確定年金）

70歳超 死亡65歳

就労収入
（現役）

60歳

就労収入
（定年後）

保有資産の
活用（取崩し）

上乗せ（確定年金）

65歳 死亡

就労収入
（現役）

公的年金
（65歳から受給開始）

65歳 死亡

保有資産の活用（取崩し）

上乗 （終身年金）

こ
れ
ま
で

将
来

    年金 ニーズ  上乗 年金 ニーズ

公的年金

繰下げ 長寿化

○公的年金 受給開始（65歳）までの収入を確保 ○世帯ごとの生活水準に合わせた収入を確保

⇒高齢期までの「つなぎ」の必要性が一層高まる ⇒長寿化 踏まえ「上乗 （特 終身年金）  必要性 高  

今後、高齢期    就労促進（定年延長等） 公的年金 受給開始時期 任意 繰下  推
進・拡充が図られていく見込 
私的年金      高齢期 おけるライフコースの多様化に合わせ、受取方法を柔軟に選択できること
 大事       私的年金 担     年金  上乗 年金      役割は拡大するもの 思料

公的年金
（繰下げによる増額）

つなぎ
（確定年金）

長寿化

人生100年時代    個人年金保険（私的年金）
①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

3



年
金
原
資

年金 受取開始時期 70歳以上も含
め、任意の時期を設定可能
（商品によっては、加入後の繰下げも可能）

25歳等
加入

65歳等
加入

平準払（月払等）の
個人年金保険

当初５年間等 
最低保証

【参考】 高齢期    個人年金保険 活用
退職時等      資金 活用  一時払等 個人年金保険 加入 、より高齢期    年金    備     可能

年
金
原
資

据置（運用）期間 75歳等
年金開始

確定年金

終身年金
一時払や

払込期間が短め
 個人年金保険

保険料払込期間 65歳等
年金開始

確定年金

終身年金

5年 所定の期間、
生死によらず給付

以降 生存 限 一生涯給付

・
⇒公的年金受給開始ま
での   年金 、一
定期間 上乗 年金
として活用

⇒長生     踏   
一生涯 上乗 年金
として活用

受取開始時期の選択

10年
15年 等

・
・

・

年金受取期間

加入時だけではなく 受取開始時  年
金種類 年金受取期間 選択（変
更）可能（商品によっては、複数の組合せも可能）

直前  保険会社 運用  毎年一定
額 年金 給付（＝定期的 取崩 ）
（商品によっては、１・２か月ごと等、分割受取りも可能）

選
択

一
時
払
（
前
納
）

個人年金保険    受取時 強 
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受取期間の選択 定期的な取崩し

①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー





糖尿病3大合併症

健診受診

健診基本割
適用

保
険
給
付

健診受診

健康増進
サービス
アプリ

糖尿病進行健康増進・維持を推進

健康増進の
必要性を訴求

■Ｍｙ健診アドバイス
■毎日の健康づくりプログラム
■健康年齢チェック など

健診受診に
対する特典
設定

軽度

重症化

保険加入

糖尿病 引 起  
・３大疾病
・身体障害
・認知症等

血糖値
改善!!

特定状態
定期保険

特定状態
充実保障
定期保険

生活習慣病
入院保険

第一生命では2018年3月より「健康診断割引特約」（健診割）の提供を開始
健康診断書の受診・診断書提出と   行動  対  保険料 割り引くことで、生活習慣の改善を促進
し、重症化を予防、ひいては健康寿命延伸や社会保障給付費の抑制にも貢献

＜イメージ＞

健康寿命延伸およびQOL向上を支援する保険商品
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・・・

「健康増進サービス」を
通じて血糖値が改善

保障
見直 

保険加入時の健康診断書等
提出なし → 通常保険料
提出あり → 健診基本割
提出あり＋結果が優良 → 健診優良割

①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

健診優良割
適用



検診結果を読み取るだけで
健康年齢 健康      表示

糖尿病予防      
二次予防メニューが毎日閲覧可能

＜ 健康第一     主 機能例＞

2017年3月に健康増進アプリ「健康第一」の提供を開始（2018年10月時点のダウンロード数は100万超）
第一生命ホールディングスの100％子会社「株式会社QOLead」を通じて、グループ外の企業・団体に対
しても健康増進サービスを提供（第1弾：2019年1月よりかんぽ生命（予定））
健康長寿社会 実現 向                構築 目指す

………
＜グループ外へのサービス提供＞

2018.6設立 2018.9事業開始
（事業内容）ヘルスケア    領域      提供     受託開発 運用等

「健康第一」アプリ（健康増進サービス）
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高齢社会に対応した手続・サービス

告知 診査不要 医療保障見直 制度
健康状態にかかわらず、既存 医療保険 最新 終身医療保険 見直 
※所定 医療保険  加入者 利用可能 保障見直 制度
※現在入院中 場合   一部利用    場合あり

死亡保障（定期）
死亡保障（終身）
医療保障（定期）

そのまま
継続
そのまま
継続

メディカル
スイッチ
メディカル
スイッチ

死亡保障（定期）
死亡保障（終身）

医療保障（終身）
（医療保障変更制度）

＜イメージ＞

第一生命では、今後ますます高齢のお客さまが増加することを念頭  加入時 利便性向上 保険金 
給付金請求手続の簡便化 確実な給付のためのサポート体制の構築など、手続・サービスを適宜改善

契約内容 案内制度
契約者から事前同意を得たうえで、被保険者、受取人等の契約関係者からの問い合わせに迅速に回答
また、必要に応じて手続に関する重要な情報を第一生命より案内

受取人 保障内容 認識        保険金 請求手続が行    場合
長期不在 入院 自然災害      契約者 契約維持 関する案内ができない場合
意思能力喪失 認知症      契約者へ手続に関する案内ができない場合

受取人 保障内容 認識        保険金 請求手続が行    場合
長期不在 入院 自然災害      契約者 契約維持 関する案内ができない場合
意思能力喪失 認知症      契約者へ手続に関する案内ができない場合

＜以下のような事案への対応を想定＞
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高齢社会に対応した手続・サービス
代理請求制度 代筆制度

事情   保険金等 請求 請求書  記入        備  代理請求制度 代筆制度 準備
＜指定代理請求制度＞
•入院給付金等 、通常は被保険者本人からの請求が必要であるところ、被保険者 意思能力   場
合  保険金   請求    特別 事情      契約者 予 指定  代理請求人 請求可能

生命保険信託 想  定期便 

生命保険信託 活用  保険金受取               信託銀行 
信託商品「想いの定期便  信託契約代理店   取次ぎ

成年後見制度    

認知症等で保険金等 請求 困難 場合 成年後見制度 利用          専門機関   公
益社団法人成年後見              協定  法的手続の     行  司法書士 紹介

相談依頼

取次ぎ

司法書士
より連絡

お客さま

専門機関

9
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保険金     受取    

平日午前10:30までに、第一生命ほけん
ショップで手続された場合、 死亡保険金 
全額を手続当日中に受取可能

※利用       契約内容、お亡くなりになられた
状況など、所定の要件を満たしていることが必要

死亡保険金 届     

ご葬儀費用  布施   現金  支払 
が緊急に必要となった場合でも、最高500
万円   死亡保険金 現金 お届け

・受取り
葬儀費用
等支払

・来社手続
・死亡診断書の
取得

・死亡届の提出

病院など 第一生命
ほけんショップ

市区町村役場

・当社への連絡と
サービス利用可
否の問合せ

手続当日手続前日まで

ご逝去

戸籍代行取得サービス
死亡保険金請求 際 戸籍謄（抄）本（以下 戸籍等 ） 提出 必要   場合     加齢 伴 
体調面 変化等   戸籍等の取得が困難な場合があることから、そのようなお客さまに代わり、当社と提携す
 行政書士 戸籍等 取得  相続関係説明図 作成

高齢社会に対応した手続・サービス

10

更    

保険金   早 お受け取りいただく    遺族  役 立    、
当日中に受け取れるサービスを用意
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健康 医療 育児 介護    （非金融事業者  連携）

健康 医療 育児 介護電話相談
看護師・保健師・助産師等の専門相談員
   無料相談
24時間365日サポート 提供：（株）保健同人社

セカンドライフサポート
「HOME ALSOKみまもりサポート」
離  暮  高齢 両親等 見守 緊急通
報・電話相談サービス

「みまもりホットライン」
無線通信機を内蔵した「i ポット」の使用情
報 離  暮らすご家族にメールでお知らせ
するサービス

 空 家管理     紹介 取次 サービス
長期入院や介護施設への入所等で居住し
ていない家を維持したい方に向けた空き家管
理    

「おもい 整理 紹介 取次 サービス
故人 部屋 遺品      整理代行
サービス「終活相談サービス」

葬式 関  不安 心配事 相談 急に葬
式 行          承     

＜主      例＞

提供：綜合警備保障（株）

メディカルサポート

提供：象印マホービン（株）

提供：イオンライフ（株）

提供：ヤマトホームコンビニエンス（株）
キーパーズ（有）

提供：綜合警備保障（株）
大東建託パートナーズ（株）
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高齢で介護等が必要なご家族がいらっしゃるお客さまにはそのご家族を支えるサポートとして、またお客さま
本人の“セカンドライフをサポートするサービス”として提供
第一生命の契約者、被保険者およびそのご家族全員が利用可能



お客さま向け情報提供ツール（生涯設計シミュレーション）

①定年   収支ver.

②定年後 収支ver.

12

年収 退職年齢 退職金 生活費 貯蓄額 
住宅   （    家賃）    客   
状況 合   任意 数値 入力
（業種別・規模別等のモデル値も選択可）

介護費、家族に残したい額、
共働    場合 年金額等 表示 

①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

生涯設計シミュレーションツールを活用し、お客さま1人ひとりの状況や思いを踏まえた生涯収支を見  化
 定年後 収支       平均寿命以上 長生   場合 収支 認識   仕立 
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お客さま向け情報提供ツール（生涯設計シミュレーション）

詳細条件 教育費（公立/私立 自宅/外）

生活費内訳費目 介護費

＜設定項目 例＞

ライフイベント

①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

生涯設計 行 際   生活費 教育費 介護費等    詳細 設定 行   も可能



Touch!!

 客  向 情報提供   （社会保障制度 老後    ）
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公的保険 補完  役割 担 主体    第一生命    客    老後        含  生
涯設計 重要性    認識             端末 用  社会保障制度 説明 年金   
レーション等を実施できるツールを活用



Touch!!

 客  向 情報提供   （社会保障制度 老後    ）
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「社会保障制度   老後  選択  場合 職業別 老齢年金 違  繰上  繰下 支給 老齢年
金支給額          加給年金 振替加算等 情報    説明   仕立 



成人一般

・・・・・・学校教育活動・・・・・・
（生命保険文化センター）
●中学校・高等学校教師対象夏季セミナー
●高等学校教員による研修会への講師派遣
●生活設計・生活保障に関する副教材（高校）
●中学生作文コンクール
（生命保険協会）
●社会保障・保険教育教材（中学・高校）
●教材活用マニュアル（教師用手引き）
●教師向けポータルサイトの開設

・・・・・消費者向け出版物・・・・・
（生命保険文化センター）
●遺族保障ガイド
●医療保障ガイド
●介護保障ガイド
●ねんきんガイド
●ｲﾗｽﾄでわかる生命保険「ほけんのキホン」
●定年GO!
●ライフプラン情報ブック
●知      生命保険 税金 知識

こども
（幼児・小学生）

高校生
大学生等中学生

・・教育用ＤＶＤ・・
（生命保険協会）
●ちびまる子ちゃんを起用した
教育用ＤＶＤ
全国 小学校 公立図
書館等に配布

※生活設計における保険の役割を体系的に習得できるよう、保険教育機会の拡充等に取り組んでいる。
※   保険教育 関  生命保険業界 取組事例集 取        自助努力 役割 重要性 理解   面  保険教育     
各社の自主的・積極的な取組みを支援している。

・・・・・・・・  全国  無料講師派遣     ・・・・・
（生命保険文化センター）
●生命保険実学講座（高校・大学・短大・専門学校）
●生命保険学習会（企業職員、一般消費者等）

生命保険 活用方法 生活設計 年金 医療 介護        社会保
障制度 生命保険 関  正  知識 理解促進

（生命保険協会）
●生命保険実学連続講座（大学）

生命保険教育推進に係る取組み（全体像）
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(公財)生命保険文化センターや(一社)生命保険協会     若年層 含  各年代 対     
シー向上に向けた啓発活動などを実施

P.18に主な冊子の詳細



(一社)生命保険協会は、2016年4月に「保険教育推進に関する報告書－学校教育現場での保険教
育機会の拡充に向けた提言－  公表    後文部科学省  公表   学習指導要領案 意見 
表明
2018年3月 新   中学校学習指導要領   高等学校学習指導要領」が公表され、社会保障につ
  学 際   民間保険   自助 共助及 公助 最 適切 組 合               
ばいいか」についても併せて学習
（※）中学校は2021年度   高等学校 2022年度   新  学習指導要領 反映  教科書 使用   予定

＜高等学校学習指導要領    記載 変更（一部抜粋）＞

学校教育を通じたリテラシー向上への取組み
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現代の経済社会の変容などに触れながら, 市場経済の機能と
限界, 政府の役割と財政・租税, 金融    理解 深   , 
経済成長 景気変動 国民福祉 向上 関連    考察 
せる。また, 雇用, 労働問題, 社会保障    理解 深  
せるとともに, 個人や企業の経済活動における役割と責任につい
て考察させる。

現行学習指導要領（ 2021年度）

【解説 公民編】
「社会保障」については, 疾病や出産, 障害, 加齢など様々な
原因   発生  経済的 不安 取 除     生活 安
定を図り, 人間   生活 保障   社会保障制度 意義
 役割 理解       , 現状と課題などを, 医療, 介護,
年金   保険制度        諸課題 通  理解  
る。またその際, 少子高齢化 進行 , 財政との関連, 保険料
の負担などとの関係について考察させる。

ア 次    知識 身 付     
(ｳ)職業選択、雇用と労働問題、財政及び租税の役割、少子
高齢社会における社会保障の充実・安定化、市場経済の
機能と限界、金融 働 、経済のグローバル化と相互依存
関係の深まり（国際社会における貧困や格差の問題を含
む。）などに関わる現実社会の事柄や課題を基に、公正かつ
自由 経済活動 行    通  資源 効率的 配分 
図られること

新学習指導要領（2022年度 ）

【解説 公民編】
また, 例  , 社会保障制度 在 方      高福祉・高
負担か, 低福祉・低負担かなどの点から考えなければならないこ
と, 社会保障制度 持続可能        将来 世代 
受益と負担を考慮しなければならないこと, 生活上直面する
様々なリスクに対しては, 自分でそれに備えたり, 対処したりする
だけではなく, 近隣住民   互  助 合    行政   対
応が欠かせないことなどの観点から, 貯蓄 民間保険    
触れ, 自助, 共助及 公助 最 適切 組 合      
にするにはどうすればよいか多面的・多角的に考察, 構想し,
表現できるようにすることが考えられる。

①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー



＜概要＞
あなたのセカンドライフ展望図
        自助努力目標額
        税金 資産運用
セカンドライフの健康保険と介護保険
セカンドライフの生命保険活用法
定年退職前後 手続

＜概要＞
多様化するライフスタイル
ライフイベント(結婚、出産・育
児 教育 住宅)
リスクへの備え(万一、病気・ケ
  老後 介護)
生活の安定、財産を守る(仕事、
家計・資産形成、相続)
より充実した生活(余暇、健康)

＜概要＞
老後 生活費
公的年金
受給資格 老齢年金 厚生年金
厚生年金 雇用保険
離婚 年金分割
遺族年金 将来 年金 知 
私的年金
公的年金 補完

＜概要＞
介護のリスクと介護保障
公的介護保険
仕組  利用     
在宅     地域密着型  
ビス、施設型サービス
サービスの基本単価
生命保険会社の介護保険
一般的な給付要件と商品タイプ

定年GO! －40代・50代で考えるセカンドライフ－ ライフプラン情報ブック －データで考える生活設計－

ねんきんガイド －今  考  老後保障－ 介護保障ガイド－これからの介護リスクに備えるために－

消費者向け出版物を通じたリテラシー向上への取組み
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①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

(公財)生命保険文化センターは、公正 中立 立場 生活設計 生命保険 関  情報提供 実施



５月２８日（    （５ 葉） 語呂）
５つの葉  以下 意味 込      

※   内          等    例

自助の基本を維持するためのプリベンション
「病気予防・防災等のリテラシー」

生きるうえでのリスクに対するプロテクション
「保険・リスクに関するリテラシー」

ライフイベントへの対応
「資産形成・借入れ等のリテラシー」

人生100年時代 一人    異  人生における
適切な自助を推進（⇒資産寿命・健康寿命延伸へ）

希望
（ライフプラン等）

財運
（資産形成等）

健康
（健康増進等）

愛
（保険等）

知恵
（教育）

リテラシー向上への取組みとして「自助の日」創設（5月28日）

例： 自助 日 記念         等 展開
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①資産形成・取崩し ②健康寿命 ③環境整備 ④リテラシー

金融リテラシー等 教育機会 継続的 提供  契機    記念日 自助 日  創設  業界 一
体となって取り組める仕組みを構築


